
取組対象地
地図等

問合せ先 団体名：世田谷区 北沢総合支所 拠点整備担当課
連絡先：E-mail：SEA03649@mb.city.setagaya.tokyo.jp、TEL：03-5478-8012

部門：生活空間部門

小田急線上部利用施設等のグリーンインフラの取組み

 小田急小田原線と京王井の頭線の交通結節点である下北沢駅とその周辺は、
駅を中心とした周辺の急速な商業化、宅地化により、道路が狭く消防・救急
活動に支障をきたしていた。また、みどりの不足、踏切遮断による交通渋滞
の発生、線路による街の分断、駅間の人の移動が不便、幼児・児童向けの遊
び場の不足といった課題があった。

 小田急小田原線（代々木上原駅～梅ヶ丘駅間）の地下化により東北沢、下北
沢、世田谷代田の３駅間の線路跡地の一部を公共施設として活用するととも
に、区民の参加と協働による総合的・計画的な市街地整備を推進し、防災・
減災・みどりの機能が充実した魅力ある街づくりを目指す。
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その他
関連部門

防災・減災部門

〇 都市空間部門

生態系保全部門

整備前(2013年)

下北沢駅

東北沢駅

世田谷代田駅

① 線路跡地について、区民参加によるワークショッ
プにより「デザインガイド」を作り、みどりが醸
し出す潤いを感じられる施設を整備した。

② 区民との情報共有・意見交換を継続させながら世
田谷区と鉄道事業者が連携し、３駅間をつなぐみ
どりの通路、広場などを整備した。

③ 整備による街の変化に伴い「街の魅力」を高める
活動を地域の様々な人々が検討し、取り組める仕
組みを作った。

都心へと景色が
広がる駅前広場

東北沢駅

→新宿方面

住宅地に隣接する
静かな広場

植栽プランターによる
みどりの空間創出

下北沢駅

下北沢駅野原が広がる広場

雨庭のある広場

世田谷代田駅

←小田原方面

富士山を眺め
られる広場

季節を彩る木々が連なる通路

個性的な駅前広場

線路跡地にできた３駅間をつなぐみどりの通路や広場によって街がにぎわい、
そして、みどりの連なりが街に良好な生活空間を形成する。

①住民参加の様子 ③地域住民による花壇づくり

連続するみどりの通路

②雨庭のある広場

整備後(2022年)

環
七
通
り

① デザインガイドに基づき線路跡地には多様な植栽
や広場を設えることで、みどり豊かな憩いの空間
ができ、多くの人々に利用されている。

② 整備された1.7kmの通路の透水性舗装や連続した緑、
広場は雨水を浸透し、下水道への負担を軽減させ、
地下水を涵養する。

③ 地域住民や鉄道事業者の協力を得て駅前広場や広
場において、住民参加で植栽の維持管理やイベン
トが行われている。



 ３駅間をつなぐ線路跡地整備により街が
つながり、それぞれの街の魅力が結び付
き、人の流れの広がりや、良好な生活空
間の形成が期待される。

 雨庭のある広場の「芝生広場」や「雨
庭」は、近隣住民の憩いの場、子どもた
ちの遊び場として利用が期待される。

 住民参加による植栽の維持管理は、より
豊かなみどりを生み出し、憩いの場を醸
成する。

 透水性舗装や連続する緑地は雨水の流域
対策に寄与する。
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 駅前広場の活用やみどりの維持管理、
防災・減災など街のマネジメントにつ
いて住民自治の広がりが期待される。

 本整備を模範とし、区内でのグリーン
インフラの取組みを広げていく。

地域の団体によるみどりのお手入れ

世田谷グリーン
インフラ学校のチラシ

住民参加のもとに
コンセプトを定めた
北沢デザインガイド

駅間の通路に連続したみどりを創出
するとともに、防災性の向上を図る

世田谷代田駅駅前広場の足あとシンボルに透
水性舗装のほか、一部範囲に雨水貯留型ブ
ロックを採用

街をつなぐみどりの通路と人の流れ

 線路跡地の整備にあたって街の課題解決と住民の街づく
りへの思いを反映させるため、平成26年からワーク
ショップ、オープンハウス、アイディア募集を行った。
住民、事業者を巻き込んで議論を重ね、地域の個性を活
かしながら秩序ある連続した空間づくりに向けて「北沢
デザインガイド」を策定し整備を進めた。

 花や紅葉等で季節の変化を感じさせ、多様な樹種・植栽
を選定するとともに、地域住民や鉄道事業者と連携し、
地域に親しまれる連続したみどりの空間を創出した。

 商業施設が建ち並ぶ区間の通路には、水やりなどの管理
も見据えて鉄道業者と連携しプランターによる樹木を配
置し、みどりの空間を創出した。

 世田谷代田駅駅前広場には地元の伝承・歴史を取り入れ
て巨人の足あとを地域のシンボルとして整備した。透水
性舗装や、雨水貯留型ブロック舗装を採用して下水道へ
の流入負荷を軽減させる機能を持たせた。

 雨庭のある広場には、傾斜地形を活かして降雨時に水の
移ろいを楽しめる「雨庭」をはじめ、木陰をつくる植栽
やくつろげる芝生広場、幼児・児童向けの遊具などを配
置し、良好でみどり豊かな環境を創出した。

 区民の方々がグリーンインフラや雨水利用等を体系的に
学び、自分でも実践できる「雨庭」をデザイン、手作り
する「世田谷グリーンインフラ学校」を開催し、区民へ
グリーンインフラを普及促進した。

野原が広がる広場を利用する子どもたち

鉄道事業者と連携した鉄道沿線のみどり保全・創出
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